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 要 旨   

 

目的：アルコール依存症（AD）患者は、集中治療室（ICU）において特別な注意を払う必要があ

るが、ポーランドでは検討されたことがない。そこで本研究は他の ICU患者群と比較した AD患

者の入院状況、治療経過、予後を明らかにすること、また AD患者における ICUでの死亡に影響

する独立した要因を特定することを目的とした。 

方法：ポーランドシレジア地方 Silesian Registry of Intensive Care Unitsの後ろ向き多施設研

究データより、2010/10/1～2019/12/31の ICU入院患者 25,416人を対象とした。AD患者は過

去の入院時の診断記録、本人または家族からの申告により定義し、ICU入院した非 AD患者と、

入院前および入院時の変数（人口統計学的パラメータ、ICU入院の理由・状況、合併症等）、治

療情報、APACHE IIスコア（ICU入室患者における病態の重症度を客観的に評価）およびアウ

トカム（ICUでの死亡または重度神経障害）を比較した。さらに、AD患者の非生存者と生存者

のサブグループ解析により、AD患者における死亡に関連する要因を多変量ロジスティック回帰

により検討した。 

結果：AD患者は 2,285人（9.0%）であった。AD患者は非 AD患者に比べ、若く（平均年齢：53.3 

± 11.9歳 vs. 62.2 ± 15.5歳、p < 0.001）、入院時の平均 APACHE IIスコアが高く、外傷、中毒、

急性膵炎、重度の代謝異常による ICUへの入院頻度が高かった。AD患者は非 AD患者より、ICU

での死亡と重度神経障害がより頻繁に見られた（それぞれ、47.8% vs. 43.0%、p < 0.001、54.1% 

vs. 47.0%、p<0.001）。AD患者の ICU入室の主要因は多臓器不全であり、死亡の最も顕著な独立

した危険因子であった（OR：3.30、95％信頼区間（CI）: 2.50–4.36、p＜0.001）。 

結論：年齢が他の ICU患者より低いにもかかわらず、AD患者の予後は悪く、ICUに入院した AD

患者の半数以上が死亡または重度神経障害となることが判明した。 

 

 


